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①渋谷のラジオ活用について

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

経営企画部
福祉部 高齢者福祉課

・緊急事態宣言下に鑑み、「渋谷のラジオ」にて渋谷区から毎日、新型コロ
ナウィルス対策関連情報（感染、生活、経済、福祉、子育て、教育、防犯、
高齢者関連情報ほか）を配信されたい。
・渋谷のラジオ等の区の広報媒体を使って、とっとり方式認知症予防プログラ
ムなどの提供を行う。

渋谷のラジオを使い、新型コロナウイ
ルス対策の情報を発信

・新型コロナウイルスに関連する情報が日々更新されるため、情報を収集する
ことが難しい区民がいる。
・また、高齢者は外出自粛の影響で日常の運動とコミュニケーションが不足し、
認知症等の進行が懸念されている。



②アマビエの区ニュース掲載について

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

経営企画部 緊急事態宣言が長引き、経済状況も苦しくなってきており、区民の精神状
態も不安定になっている。

区ニュースでの「アマビエ」の発信 ・疫病から人々を守る妖怪「アマビエ」の
お札を区ニュースに掲載されたい。こんな
時だからこそ区民にもたまには、ほっとし
ていただきたい。
・渋谷らしいデザインで「アマビエ」作り、
発信したい。（ex.シブヤフォントなど）



③テナント賃料モラトリアム施策

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

経営企画部 新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛要請、緊急事態宣言により、渋
谷区内の外食・小売・サービス店舗は経営に深刻な打撃を受けている。固定費
の中でも最も重くのしかかっているのがテナント料。中小企業の経営者には、既に
借り入れが多くこれ以上借り入れを増やしたくないが、家賃支払いを先延ばしして
もらえるのであれば積極的にお願いしたいという人が多い。
現在の政府支援策でも、ビル所有者がテナント賃料の支払い猶予・減免に応
じた場合に税の特例等、ほとんど負担が生じない仕組が講じられており、さらに法
制化も含めた追加支援策も検討されている。しかしメニューが揃ったとしても、現
実的には、何もしなくても全く収入が減らないビル所有者にいかに実行してもらう
かが課題。

・家賃モラトリアム条例
・オーナー向け無利子融資

・ビル所有者は、テナントから求められた場合に６か月程度の家賃支払い
猶予に応じるよう努力義務を課す。賃料の減額協議にも応じるよう要請。

・ビル所有者に融資する金融機関には、テナント料の猶予・減免に基づく
返済猶予の申し出に対して、条件変更に応じる努力義務を課す。

・資金繰りが厳しいオーナーには、緊急融資あっせんの対象を拡大するこ
とで、無利子の融資（ブリッジローン）を設定する。利子は渋谷区が負
担する。



④多言語AIチャットボットの導入

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

経営企画部 現行のAIチャットボットは日本語対応のみ。国際都市渋谷として、日々更
新されるコロナウイルス情報に関しては、多言語対応が急務。

区ホームページに多言語AIチャット
ボットの導入

・多言語AIチャットボットの導入
・本区（恵比寿）に多言語AIチャットボットのノウハウを持つ企業あり。同
社は新型コロナウイルス感染症に関する質問に自動回答するAIチャットボッ
ト「COVID－19 Q&A」を、日本語・英語・中国語（簡体・繁体）・韓
国語・タイ語で自治体・官公庁・病院・企業に無償提供している。
・主な採択自治体…千葉県、港区



⑤新型コロナウイルス感染防止を踏まえた防災対策

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

危機管理対策部 ・新型コロナウイルス感染防止の施策を踏まえた防災計画がない状態
・災害がダブルで発生した際に、クラスターの増加や災害救助が進まない、
医療崩壊が起きるといったことが予測される

新型コロナウイルス感染防止を踏ま
えた防災対策計画の立案と周知

・新型コロナウイルス感染防止を踏まえた防災対策計画の立案
・上記計画の周知（各自主防災組織、避難所開設委員会等）をオンラインミーティン
グなどをいかし、実施する

【参考】
・岐阜大学 コロナ・防災対策課題整理
https://www.slideshare.net/makikoyama14/20200418-jasdis-
onlinemeetingmk?qid=a7a7cb23-cd96-42d5-b6ba-
317295d33b40&v=&b=&from_search=5

・箱根町避難所設置
https://www3.nhk.or.jp/shutoken-
news/20200418/1000047628.html?fbclid=IwAR2g_P5OA8KtPXTdfKb_rccgip7Kyucn
W0gKSPrkz6ZYeY0j1gv4cub8gFk

https://www.slideshare.net/makikoyama14/20200418-jasdis-onlinemeetingmk?qid=a7a7cb23-cd96-42d5-b6ba-317295d33b40&v=&b=&from_search=5
https://www3.nhk.or.jp/shutoken-news/20200418/1000047628.html?fbclid=IwAR2g_P5OA8KtPXTdfKb_rccgip7KyucnW0gKSPrkz6ZYeY0j1gv4cub8gFk


⑥特別融資あっせんの一部手続きを金融機関でも可能に

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

区民部 産業観光課

民間の金融機関でも特別融資の
収入認定などの手続きを行うこと
とし、スピーディーな対応を事業者
に提供する。

区の特別融資のあっせんやセーフティーネットなどの窓口の予約をとることが難し
く、緊急であるのに実際に融資を受けられるまで何ヶ月もかかってしまっている。
金融庁の対応事例にも「市町村と協議の上、金融機関が事業者の売上高の
減少を確認・書類に 押印することを以って、市町村におけるセーフティネット保
証の認定 に十分とする取扱いを実施」とある。
https://www.fsa.go.jp/news/r1/ginkou/20200420/01.pdf

・窓口業務や収入認定等の一部業務を、融資申込先の金融機関が代
行できるようにし、予約待ちで早急に手続きを行えない事業者に対応する。
・金融機関に一部業務を振り分けることで自治体と金融機関で二重に行
われる審査業務をまとめ、業務効率化と時間短縮を行う。

https://www.fsa.go.jp/news/r1/ginkou/20200420/01.pdf


⑦融資あっせん限度額の引き上げ・据え置き期間の延長

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

区民部 産業観光課
新型コロナウイルス感染症による事業活動への影響はかつてない深刻なも
のである。区独自の資金繰り支援として融資あっせんを実施したことは高く
評価できる。
しかし、出口が全く見えない現状において、500万円では事業者が安心で
きる額とは必ずしも言い切れず、また据え置き期間も6カ月では短い。

緊急経営支援特別資金の融資
あっせんの限度額引き上げと貸付
期間・据え置き期間の延長

・融資あっせん限度額の引き上げ
・据え置き期間の延長



⑧飲食店への経営支援

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

・経営企画部
・区民部 産業観光課

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う飲食店への影響は計り知れない。
このままでは飲食店の倒産・廃業が続出することになりかねない。
非常事態宣言発出に伴う外出自粛の要請が5月6日で解除されるとは思
えない。

飲食店への経営支援
デリバリー・テイクアウト等

・フードデリバリー利用促進キャンペーンの延長
・渋谷区商店会連合会・地元密着広報誌等にも協力してもらい、「フード
テイクアウトマップ（仮称）」を作成し、区ホームページで公開する。（随時
更新）



⑨区立公園の利用ガイドライン

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

土木部 公園課 ４/25から5/6の間、都立公園の駐車場や遊具広場を閉鎖すると発表し
た。大型連休中の利用自粛を促し、園内の混雑による「3密」状態を防ぐ
狙いがあるという。

合わせて、渋谷区立公園で子どもたちが遊ぶ姿が見受けられる。
そこに保護者も立ち話しをしたり姿もあり、保護者間同士の危機感
のズレで関係性が悪くなっている。

都立公園の閉鎖に合わせて区立公
園の利用可・不可のガイドラインを示
してほしい。

都の「ステイホーム期間」に合わせて、区の公園利用に関する指針（ガイド
ライン）を広報されたい。

http://www.asahi.com/topics/word/%E3%82%B4%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%83%B3%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%BC%E3%82%AF.html


⑩屋外喫煙所対策

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

環境政策部 環境整備課 三密環境の解消のために、区内の喫煙所は閉鎖されているところもあるが、
立ち入り禁止のテープがあるのにもかかわらず、テープをくぐって入る喫煙者も
いる。また、閉鎖されていない箇所もある。

徹底的な喫煙所の閉鎖を行う クラスター対策として表参道の屋外喫煙所の閉鎖を管理者に勧告されたい。
すでに閉鎖されている喫煙所に関しては、入り口の完全封鎖や吸い殻入れの
撤去等、さらに厳しい対応を行われたい。



⑪保育園の保護者雇用状況を受けた対応について

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

子ども家庭部 保育課

・今回の新型コロナウイルスの影響で突然の離職となってしまった場合、保護
者が安心して求職活動ができるよう求職中も引き続き同じ保育施設に通園で
きるよう期間等含めて柔軟性をもった対応を検討されたい。
・職場との調整が間に合わなくなる保護者も出てくるので、復職期限の延長の
可否を早く決定されたい。

保護者の雇用状況の悪化に合わ
せ、柔軟性のある通園条件や復
職期限延長の対応が必要

・新型コロナウイルス感染症 の影響ですでに経営難を理由に雇用契約の取り
消しなどで復職できない、すでに復職し通園しているが就労条件の変更や人
員整理の対象となり、この先求職活動をしなければならない保護者がいる。
この状況下においては求職活動が長引くことも予想されるため、少しでも安心
して活動ができるよう対応する必要がある。
・23区内でも多くの自治体が復職期限の再延長を決定し、港区は7月末、
足立区は10月1日としている。渋谷区のスケジュールでは5月から慣らし保育
が始まることとなっているが、この状況で慣らし保育を始めることに不安の声が
寄せられている。



⑫小中学校のICT教育格差を生まない取り組みについて

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

・教育振興部 教育指導課
・経営企画部 ICT戦略課

・各学校でオンラインをいかした学習や生活のフォローに大きく差が出ている。
実践で有効な施策を打っているのは、笹塚中学校や西原小学校等。ICT
を平常時よりしっかり活用してきた学校が推進をしている。
・一方で、オンラインをいかした学習の取り組みを提示できていない学校の
保護者からは不満の声が上がってきている。

・休校中にオンライン学習をいかし、
ワンチーム渋谷で学習が促進される
ように推進
・学校を越えて、有効な施策は共
有し、実施

・休業中の学校間でＩＣＴ教育システムのレベル格差を生まない工夫（全小・全中合
同授業など）を展開されたい。
・各校でICT学習の推進教員を設置し、学校を越えたオンライン会議を実施、その中で先
進校からノウハウの提供（資料等も含め）を行う。
・特に新小1、新中１のフォロー体制に関してはしっかりと確認する。担任との関係性構築
や授業や学習の進め方に関しては、保護者や子どもたちが不安にならないように積極的に
コミュニケーションを取る（コラボノートが難しければ、電話やメールなどできるツールを活か
す）。
・オンデマンド学習と双方向授業といった、授業や科目の特性に合わせた授業や学習支
援が行えるように環境整備をする。
・オンデマンド学習に関しては、動画を各校で作るのは非効率的なのでありもの(スタディサ
プリやNHK for school）を活用、無いものは教育委員会が主導して作成する。

【参考】
https://drive.google.com/file/d/1upEuzwhxNoVCrNIrQztQdWJ9wkt_Gk3S/view

https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp/wysiwyg/file/download/1/6196?fbclid=IwAR0pKHEQ0c-

EqZ19jyXk0KT1pLnSe_-GtVVki2hYFJYv0sQamMkj5lqfEpc

https://drive.google.com/file/d/1upEuzwhxNoVCrNIrQztQdWJ9wkt_Gk3S/view
https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp/wysiwyg/file/download/1/6196?fbclid=IwAR0pKHEQ0c-EqZ19jyXk0KT1pLnSe_-GtVVki2hYFJYv0sQamMkj5lqfEpc


⑬東京都ベビーシッター助成の活用について

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

・子ども家庭部 保育課
・教育振興部 学務課

・保育園の休園対応で、在宅でのワークをしているが業務の対応が難しいと
いう声が上がっている。
・放課後クラブへ行けず、1人で留守をしている低学年児童に関しても問題
になっている。
・東京都が、ベビーシッター助成（非課税・都が10/10）の対象を、新型
コロナ感染防止対策で保育所が休園になった保護者まで拡大。

東京都ベビーシッター助成の有効活
用

・渋谷区の広報媒体（区ニュース、SNS、LINEなど）でベビーシッター助成
制度を積極的に告知。
・在宅勤務で育児をしているご家庭、低学年の児童で家で子どもだけで留守
にしているご家庭などへの活用を促進する。



⑭子ども虐待に関する施策

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

・子ども家庭支援センター
・子ども発達相談センター
・子ども家庭部 保育課
・教育振興部 教育指導課
・教育振興部 学務課
・福祉部 障がい者福祉課

・保育園、幼稚園、小中学校、放課後等デイサービス、療育施設は子ども-担任先生が
2-3週に1回程度、直接電話などで話せるようにする（コラボノートで双方向コミュニケー
ション取ってるご家庭はそちらで代替可）。特に要配慮のご家庭に関しては早めにアプロー
チする。
・乳児はオンライン面談や健診などでリーチ。（保育園児は担任が、保育園に通っていない
子どもは保健師や助産師が対応）
・配慮が必要なご家庭に関しては、直接訪問する。
・子どもが連絡できるような配慮。子どもが理解できるようなチラシを全世帯にポスティングす
る。連絡先として、キッズラインや東京都のLINE、警察署などを提示。
・虐待されていることを示すサインなどを決め、スーパーやコンビニなどに連携し、いち早く虐待
を察知できるようにする。

【参考】
東京都子ゴコロ親ゴコロLINE
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/smph/kodomo/katei/linesoudan.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001494.000005176.html

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20200420/k10012396031000.html
https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200420-00010002-chibatopi-l12
https://obstetrics.jp/

・学校及び保育園や幼稚園、放課後等デイサービス、療育施設が休止してい
るため、配慮が必要なご家庭での虐待被害などが深刻化する恐れがある。
これまでは学校や保育園が危険察知の役割を担ってきていたが、緊急事態宣
言下においては機能しない。
・世界的にも同様の状況がすでに起きており、ユニセフなども声明を出している。
フランス：30％増、▽アルゼンチン：25％増、▽シンガポール：33％増。
このほか、アメリカ、カナダ、ドイツ、スペイン、イギリスなどでも被害の拡大が確認
されている。
・通常時以上に、虐待防止の観点でご家庭の様子を確認する必要がある。

・虐待防止のため、直接子どもと
担任などがコミュニケーションを。
・要配慮家庭に対しては、直接
訪問
・子どもが連絡できるよう、対応

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001494.000005176.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20200420/k10012396031000.html
https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200420-00010002-chibatopi-l12
https://obstetrics.jp/


⑮介護施設に関する支援

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

福祉部 高齢者福祉課 ・介護施設がコロナウイルスの影響で、「外出制限」「家族・親族との面会
制限」「施設内でのボランティアなどによる催し中止」「訪問歯科や訪問美
容、訪問販売の中止」という制限がある。
特に、「外出制限」「家族・親族との面会制限」は大きなストレスになってい
る。
・家族と会えず、コミュニケーションが取れないことは、入居者のみならず、家
族にも影響を与えている。

・介護施設でのオンライン面会の支
援

・介護施設に対して、オンライン面会が出来るように機材貸与などの支援する。

【参考】
・岐阜県の取り組み
https://www.gifu-np.co.jp/news/20200423/20200423-234806.html
・介護施設の取り組み
https://www.minnanokaigo.com/news/kaigo-text/dementia/no132/

https://www.gifu-np.co.jp/news/20200423/20200423-234806.html
https://www.minnanokaigo.com/news/kaigo-text/dementia/no132/


⑯障がい者施設支援

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

福祉部 障がい者福祉課
・放課後等デイサービスで、在宅支援に切り替えることで基本報酬を請求
は出来る。ところが、在宅支援と言っても電話などでちょっとしかフォローでき
ない等の現状があり、保護者に1割負担を強いるようなことはできない状況
がある。
・その結果、保護者の皆さんに在宅支援をお願いするのが現実的困難
→報酬請求はできなくなる
→経営が行き詰まる といった状況が起きかねない。

東京都の通達
http://www.shougaifukushi.metro.tokyo.jp/Lib/Download.php?sqid=4072

・放課後等デイサービスの保護者1
割負担に対する助成
・在宅支援の拡充

【参考】
オンライン支援
https://h-navi.jp/column/article/35027695

福岡市 独自財源での支援
https://www.nishinippon.co.jp/item/n/600364/?fbclid=IwAR2kWo18H7xMmtAfEv3
MNNSB2cHI8KovvGXW1DORQSOctCZlcgALzUpuEaU
https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20200423/2000028795.html

・放課後等デイサービス利用の保護者1割負担を、休校期間中は区が助成
し、積極的に在宅支援を使ってもらう。
・オンライン支援（療育）の導入のサポートや促進。知見のある事業者との
業務提携による拡大など
・在宅支援をすることによって、放課後等デイサービス事業者は保護者の心
理的な負担軽減と利用児童・生徒の虐待防止などの観点でサポートを行う。

http://www.shougaifukushi.metro.tokyo.jp/Lib/Download.php?sqid=4072
https://h-navi.jp/column/article/35027695
https://www.nishinippon.co.jp/item/n/600364/?fbclid=IwAR2kWo18H7xMmtAfEv3MNNSB2cHI8KovvGXW1DORQSOctCZlcgALzUpuEaU
https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20200423/2000028795.html


所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

福祉部 生活福祉課
経営企画部

⑰福祉支援の問い合わせ先、案内の一元化と手続きの簡略化

生活に困っている方がどこに問い合わせて良いのか分からない、利用できる制
度があったとしてもどういう制度があるのか分からない、という人が多い。
特に、国や都の打ち出す支援策が更新されていく現状の中で、自分で調べて
利用まで行き着くのは困難であると考えられる。
緊急事態において、申請手続きなどが煩雑である。
厚生労働省の雇用調整助成金などは手続きの簡素化を行うなどの対応を
始めている。
https://www.mhlw.go.jp/content/000622910.pdf

・制度情報の一元化
・紙媒体での発信
・オンライン申請の設置
・手続きの簡素化

・従来からある制度や国や都の実施している制度を含め、 生活福祉の制度の
情報を一元化したページを設ける。
・高齢者等にも支援がいきわたるように、PDFや紙媒体（区ニュースなど）で
情報をいち早くわかりやすく伝える。
・オンライン申請の設置
・一部書類を事後提出可能にする、記載項目を削減するなど、柔軟に手続き
を簡素化する。

【参考】
http://www.city.nobeoka.miyazaki.jp/tempimg/2004211846592020042

11844130f.pdf?fbclid=IwAR0uk600yphP2v0uJGi0btp3a2iZyg58G-

1b5qVc17akpKpeiByAqgsbz6M

https://www.mhlw.go.jp/content/000622910.pdf
http://www.city.nobeoka.miyazaki.jp/tempimg/200421184659202004211844130f.pdf?fbclid=IwAR0uk600yphP2v0uJGi0btp3a2iZyg58G-1b5qVc17akpKpeiByAqgsbz6M


⑱低所得世帯・ひとり親世帯への生活支援

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

福祉部 生活福祉課
経営企画部
教育振興部 学務課
子ども家庭部 保育課
社会福祉協議会

子育て中の家庭において、学校の休校及び外出自粛により、昼食も自宅
で食べる状況となっている。これまでは給食により、低額あるいは無料（就
学援助）で栄養も取れていたが、現状、1食分の出費が重くのしかかってい
る。（特に低所得世帯）

低所得世帯・ひとり親世帯への生
活支援

・給食費の支給を受けている世帯への昼食代補助もしくは提供
・こどもテーブルのテイクアウト実施（低額で）
・低所得世帯に対しLINE Pay等を利用した生活応援
・ひとり親世帯及び就学援助世帯への児童手当による給付（3－5万
円）

【参考】
・子ども食堂現状（全国）
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1bZxSyCL0AQwKK14fqV1ibD0
GYpZzw6mDO39eZE4v1BQ/edit?fbclid=IwAR2zfEvTnVOGqywFIKA2HjqBr
IEuDb8Llyv5sXhCASbcmO3RvPJB-m2LZhY#gid=1036674550

・明石市の支援
https://grapee.jp/815648?fbclid=IwAR3s146QNxJ5bSgBMzchowispGjoL
3pBT9hXXqqFneB7lfOfzrgwGTn4D2g

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1bZxSyCL0AQwKK14fqV1ibD0GYpZzw6mDO39eZE4v1BQ/edit?fbclid=IwAR2zfEvTnVOGqywFIKA2HjqBrIEuDb8Llyv5sXhCASbcmO3RvPJB-m2LZhY#gid=1036674550
https://grapee.jp/815648?fbclid=IwAR3s146QNxJ5bSgBMzchowispGjoL3pBT9hXXqqFneB7lfOfzrgwGTn4D2g


⑲高校・大学・専門学校生への支援

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

福祉部 生活福祉課
子ども家庭部 学務課

・新型コロナウイルス感染症による影響で、保護者の収入が減少したり、自
らのアルバイト等の収入減により、学費の支払いが厳しくなっているケースが
散見される。ある学生団体の調査では、影響で大学・専門学校の退学を
検討している学生が８％近くに上るとの調査結果が出ている。
・学校でオンライン授業がスタートしているが、端末や通信がないため、授業
を受けられない状況の学生・生徒もいる。

・大学・専門学校生への学費支援
・PCなど情報機器支援

・『新型コロナウイルス感染症による奨学金の支給要件特別緩和』措置として、
渋谷区奨学金制度の対象に専門学校生・大学生を時限的に加え、年齢条
件を外す。
・高校生・専門学校生・大学生へのPCやWifiなどの貸与支援



⑳DVに関する施策

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

福祉部 生活福祉課

・内閣府が設置しているDV相談＋を積極告知／区ニュースやSNS、LINE
発信など、各所で目がつくように。
・渋谷区は配偶者暴力相談支援センターがないので、東京都ウィメンズプラザ
や東京女性相談センターと連携を強固に取れる体制を構築
・シェルターに関しては、民間シェルターとの強化／独自の財源調達および東
京都や国にも働きかける
・特別定額給付金（10万円）に関しては、24日~30日までに世帯主分
離が必要な人は申し出がいるため、さらなる告知を進めたい。

【参考】
https://soudanplus.jp/
https://www.fnn.jp/articles/-/1333
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/gyoumukanri_sonota/covid-
19/kyufukin.html#dv

・経済状況が深刻化、在宅が長く続いている状態の中、配慮が必要なご家庭
でのDV被害などが深刻化する恐れがある。
・世界的にも同様の状況がすでに起きており、ユニセフなども声明を出している。
フランス：30％増、▽アルゼンチン：25％増、▽シンガポール：33％増。
このほか、アメリカ、カナダ、ドイツ、スペイン、イギリスなどでも被害の拡大が確認
されている。
・民間支援団体のシェルター確保などに支援をする予算は、現状国も都もつけ
ていないため、ピッコラーレ（旧妊娠SOS)、ボンドプロジェクト、コラボなどが自前

で資金集め・宿泊施設の確保の努力中。

・DV被害が起きた時の相談先を
告知する
・DV被害が起きた際のシェルター
用意
・特別定額給付金の世帯主分
離の対応

https://soudanplus.jp/
https://www.fnn.jp/articles/-/1333
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/gyoumukanri_sonota/covid-19/kyufukin.html#dv


㉑生活困窮者支援

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

福祉部 生活福祉課
経営企画部 広報コミュニケー
ション課

・4月18‐19日に民間が実施した「いのちと暮らしを守るなんでも電話相
談」に、5009件の問い合わせが入った。（自営業582件・個人事業主フ
リーランス462件・パートアルバイト317件、派遣139件、契約社員103件、
正社員216件）
・共通するのは、「仕事の収入が途絶え、ローンが支払えない。生活費も底
をつく。住居を確保できない。」という声だった。

生活困窮者向け窓口の体制強化 ・各種相談窓口（雇用、生活保護、生活困窮、社会福祉協議会等）の
人員体制の強化と待遇（賃金、特別手当、感染防止策等）を改善し、
「相談崩壊」を防止する。また、GW連休中も対応できるようにすること。
・区民相談のオンライン化や電話での相談を立て付け、再開する。

【参考】
http://seikatuhogotaisaku.blog.fc2.com/blog-entry-344.html
https://business.nikkei.com/atcl/gen/19/00002/042101186/

http://seikatuhogotaisaku.blog.fc2.com/blog-entry-344.html
https://business.nikkei.com/atcl/gen/19/00002/042101186/


㉒PCR検査の拡充と説明について

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

健康推進部 ・PCR検査数が少なく、必要な人に行き届いていない現状がある。
・命関わる症状のある患者に対して、渋谷区保健所が検査日を1日伸ばし
た。その結果、2次救急・3次救急（十数件断られた）を受け入れてもらえ
ず、適切な機能の人工呼吸器がない病院での受け入れとなり、延命措置を
したが、お亡くなりになったケースなども出てきている。

PCR検査の拡充と分かりやすい説
明を周知されたい

・国からの「地域外来・検査センター運営委託等」通知に基き、渋谷区とし
てＰＣＲ検査を簡易かつ安全な方法（屋外スポットでのウォークスルーやド
ライブスルー方式）にて開始されたい。
・また病状が発覚後、完治に至るまでの流れを明確にし、住民に分かるよう
に説明、周知されたい。

【参考】
港区の事例
https://www.city.minato.tokyo.jp/houdou/20200413_press.html
https://ameblo.jp/aizeye/image-12591614255-14747491211.html

福岡市の事例
https://kbc.co.jp/news/article.php?id=4268568&ymd=2020-04-23

https://www.city.minato.tokyo.jp/houdou/20200413_press.html
https://ameblo.jp/aizeye/image-12591614255-14747491211.html
https://kbc.co.jp/news/article.php?id=4268568&ymd=2020-04-23


㉓自宅療養に対する支援と検査~療養の一体化

所管部署

提案概要 具体的な施策

課題・背景

健康推進部 ・埼玉県で自宅療養中の男性が死亡。単身者の多い渋谷区でも、急変
による死者が出る可能性は十分に考えうる。
・軽症患者に対して、東京都などでホテルでの療養など支援が進んではいる
が、どうしても自宅でという患者もいる

コロナ自宅療養中もしくは可能性の
ある患者に対する支援

検査~療養までの一体化を（病院・療養施設・自宅）パターン別に整理。
医師会と共に進める

【参考】
・江戸川区 検査から療養までの一体化
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e004/kuseijoho/kohokocho/press/
2020/04/4021-2.html

・足立区 自宅療養セットの配布
https://www.city.adachi.tokyo.jp/hodo/02corona-syokuryouhin-
haisou.html?fbclid=IwAR1_XeDY2e_qLR-
peRbOcRye7BRLDEDMzUsrmI8st9gIIw86OceltejPVlU

https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e004/kuseijoho/kohokocho/press/2020/04/4021-2.html
https://www.city.adachi.tokyo.jp/hodo/02corona-syokuryouhin-haisou.html?fbclid=IwAR1_XeDY2e_qLR-peRbOcRye7BRLDEDMzUsrmI8st9gIIw86OceltejPVlU

